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【 タブレット端末の持ち帰り 】 

〇 本日、子供たちはタブレット端末を持ち帰 

ったと思います。南砺市でも感染拡大は続い 

ており、いつ誰が感染しても、濃厚接触者に 

なってもおかしくない状況です。子供が下校 

した後に、急きょ、学級閉鎖や学年閉鎖を決 

定することは十分ありえます。そこで、急な 

学級閉鎖等になった場合、家庭と学校でつな 

ぐオンライン授業を実施することに備えて、 

本日からとりあえず１週間、タブレント端末 

を毎日持ち帰ることにしました。学校でも使 

うことがよくあるので、毎日の持ち帰りが必 

要となります。 

〇 ただし、低学年については、毎日の持ち運びが大変だったり、何かにぶつける心配

があったりするため、学校でタブレット端末を使う日をお知らせして、そのような日

に学校に持ち運びするにすることにしました。 

〇 一番の趣旨は、「学びを止めない」ということです。中には、取扱いに慣れない子供

もいるでしょう。それは、教員にとっても同じです。タブレット端末を使ってオンラ

イン授業をすることは、口では簡単に言えますが、実際にはハードルが高い面があり、

学校での対面授業のようにはいかないと思います。ただ、教師から学習提示や、一問

一答形式の受け答え等は可能だろうと思います。とにかく学びを止めない対応をし、

課題があればそれを解決し、やってみることが一番だと思います。 

〇 ご家庭におかれましては、何か不都合があれば、担任に相談していただきたいと思

います。学校としてできることはやりたいと考えています。なお、家庭に体調不良の

方がおられた場合、子供が来ないことを徹底していただき、大変感謝しております。 

 


